
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アストラル

ホリック

レクイエム

ゴシック

8

52

煉獄

14
水

神様

銃声

実験室からの逃亡

空腹の少年

あなたは水の中にいた。冷たくはない。一肌と同じくらい温かい。苦しくもない。感覚もない。 なんだかふわふわしてそのまま眠ってしまいそうだ。目を瞑る間際に、水滴が貴方の頬を濡らした。

全てのものには神様がいると、昔先生が言っていた。 太陽にも、花にも、食べ物にも、ご飯の一粒一粒にだって。 なら自分も神様になれるのだろうか。誰かを救ってあげられる神様に。

甲高い銃声。それと同時に刺すような胸の痛みがあなたを襲う。咄嗟に胸を押さえた手から血が溢れる。なんだ、これは。現実か？それとも夢か？それを疑う余地もなく、あなたはゴボゴボと口から血を吐いた。

孤児院の地下に作られた実験施設。貴方はそこに連れていかれた。一緒に連れてこられた子供たちは先に実験室に入って、二度と出てこなかった。自分の番を待っていると、檻の扉が叩き壊され、入り口が開いた。「一緒に逃げよう」と、体の半分が化け物となった少年が貴方に手を差し伸べた。

常に貴方たちは腹を空かしていた。 昔は先生たちがたくさん美味しい食事を作ってくれたのに。 そう思うと貴重な水分が目から溢れてく。 そんな貴方の様子を見て、隣にいた少年が自分の握り飯を譲ってくれた。 彼のほうがよっぽど腹を空かせていたのを、貴方は知っていた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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加速する狂気

銃神

子守唄

背徳の悦び
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狂気+１　支援３

狂気+１　ダメージ+２　

発狂時攻撃の出目+1

射撃攻撃出目+１

射撃攻撃出目-１コスト-１

ラピッド・ジャッジ・ダメージを再使用可能に

基本１修復

行動値+2

行動値+1

行動値+1

行動値+1

肉弾１

射撃5

射撃１+爆発　出目+１

支援１

移動１

肉弾１

行動値+1

次のカウントでマニューバのコスト-1

行動値+2 装備箇所にダメージを受ければダメージ+1

移動１
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